
第⼀回県フォーラム

都窪２団 ⼋⽊史考



24回全国フォーラムテーマ

『新しい100年に向けて
スカウトは何をすべきか』





10⽉16⽇ 事前県フォーラム
→採択
・ボーイスカウトの活動をよりた
くさんの⼈に正しく理解してもら
う
・岡⼭県連の活動を活発にする

県フォーラムから全国フォーラムへ





•ワークショップ
→各都道府県で出た共通の話題をまとめる

私のグループでは…
・若者の地元離れ→都市への進出、地⽅交通機関の不便さ

→1、不便であることを認め、それを⽣かす
2、観光地化を計画し、活性化を図る



•ワールドカフェ
→代表発表者が固定の位置に座り、そのスペー
スに移動しながら聞く

⼭梨『たばこの副流煙について』
⾹川『インターネットと運動不⾜について』
島根『⾷品もスカウトもロスゼロに』
千葉『⽂化継承と差別偏⾒について』
愛知『海洋ごみ問題について』
埼⽟『地区最狂決定戦の開催に向けて』



分科会１，２，３
グループ討論活動

•課題を解決するためのアクションプランを実⾏す
ると仮定する。そのために必要である、
『企画・計画・実⾏・報告』の段階で⽣じる、課
題点や問題点は何か意⾒を出し合いながら論じた

•分科会①：「企画・計画」の中で⽣じる課題や問
題点を探す
分科会②：「実⾏」の中で⽣じる課題や問題点を
探す
分科会③：「活動報告」の中で⽣じる課題や問題
点を探す



⽣じた問題や課題を挙げる

何
故

⽣じた内容の整理

解決策の整理

討論の仕⽅・考え⽅



分科会④
→グループを⼤きくしてさらに議論
・討論で得たものや⾃分の中で変わったこと
・採択⽂を作るための草案を作成する
・議⻑団選出

我がグループの草案
時代に合わせて継続的に⾃⼰理解を深め、

継続的に深堀する



全体会
→分科会④で決まった議⻑団が決めた採択⽂案
に対する、質疑応答や改善案などを話し合う



全国フォーラム採択⽂

「時代とともに変化する課題」
を解決するうえで、活動の⽬的

を明確化しよう



全国フォーラムで学んだこと

企画・計画・実⾏・報告と進めていく中で、
何故、私たちがその問題を解決しなければ
ならないのかという、問題の本質を常に忘
れないこと



これから岡⼭県連で
⾏わなければならないこ
と
l岡⼭県の問題の洗い出し

l解決策とアクションプランの作成

lこれからの県フォーラムに向けて



がんばるぞー。


